
予算要求資料
平成３１年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費　　　
	事業名　ぎふ・歴史街道観光推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　        商工労働部　観光企画課　観光資源係　電話番号：058-272-1111（内 3059）
　　　　　　　                         E-mail：c11334@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　       25,000千円（前年度予算額：25,000千円）
＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	25,000
	12,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	12,500

	要求額
	25,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	25,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）

　　　県では「中山道ぎふ１７宿」と「地歌舞伎と芝居小屋」を全国に通用するふるさと自慢として「岐阜の宝もの」に認定し、観光資源化に向けた磨き上げに取組んでいるが、中山道は、宿泊商品や通年型の体験プログラムの不足に加え、インバウンド対応や周遊につながる情報の整備が遅れており、滞在型の周遊観光に繋がっていない状況にある。また、地歌舞伎においては、「地域資源と組み合わせた周遊観光に活かせていない」ことが課題となっている。

　　　そこで、中山道と多くの芝居小屋が存在する国道２５７号を「ぎふ・歴史街道」と位置付け、これらを軸とする、周辺の観光資源を活用した周遊性の向上、地域色ある着地型商品の充実、受入環境の整備に取り組むとともに、両街道の連携を強化し、観光消費額の拡大に繋げる。

（２）事業内容

　　①「地歌舞伎と芝居小屋」を活用した観光誘客（13,000千円）

地歌舞伎保存団体や地元行政等と連携し、地歌舞伎の特別公演の実施や、体験プログラムの充実、定期公演への観光客の受け入れ等を行い、県内への観光誘客を促進する。
　　　・地歌舞伎公演と周辺地域資源を組み合わせた旅行商品の造成
　　　・特別公演、体験プログラムの充実化
　　　・定期公演等の情報発信
　　②「中山道ぎふ１７宿」を活用した街道観光の推進（12.000千円）

「中山道ぎふ１７宿」を活用して、一体的な「街道観光」の促進および沿線各地域における魅力的な体験プログラムの市場化を推進することにより、滞在型の周遊観光につなげ、観光消費額の拡大を目指す。

　　　　・マーケティングセミナーの実施　・プログラム造成
　　　　・ウォーキングイベント　　　・ウォーキングツアーの実施
　　　　・シンボルイベントの開催　　・情報発信
（３）県負担・補助率の考え方

　　　国の地方創生推進交付金を活用（補助率１／２）
（４）類似事業の有無

　　　無
３　事業費の積算内訳
	科目
	金額
	事業内容

	委託料
	25,000
	①「地歌舞伎と芝居小屋」市場化促進事業         
②「中山道ぎふ１７宿」を活用した観光誘客事業　　

	合計
	25,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　岐阜県長期構想
　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　３　地域の魅力を高め、観光交流を拡大し、消費を増やす

　　（人を呼び込み、地域の消費を拡大するために）
岐阜県観光振興プラン
（２）事業主体及びその妥当性
　「中山道ぎふ１７宿」及び「地歌舞伎と芝居小屋」は県が認定した「岐阜の宝もの」であり、県が国の交付金事業を活用し、県が事業主体として、実施することが妥当。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	ぎふ・歴史街道周辺の観光資源を組み合わせることによる周遊性の向上、地域色ある着地型商品の充実や受入環境の整備に取り組むことで、観光入込客、宿泊客を増やし、観光消費額の増大を図る。

○観光消費拡大につながる質の高い観光資源づくり

　○主要観光地の魅力を活かした観光誘客プロモーション

　○世界に選ばれる観光地づくり


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	観光消費の経済波及効果
	  　 億円
（H - ）
	4,214億円

（H27）
	4,601億円

（H28）
	4,175億円
（H29）
	5,000億円

（H32）
	83.5 ％

	観光入込客数（実数）
	  　 万人（H - ）
	4,360万人
（H27）
	4,696万人
（H28）
	4,556万人
（H29）
	4,600万人

（H32）
	99.0 ％

	外国人延べ宿泊者数
	  　 万人
（H - ）
	93万人
（H27）
	101万人
（H28）
	98万人
（H29）
	150万人

（H32）
	65.3 ％


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・中山道ぎふ１７宿歩き旅２０１８の開催
・中山道ぎふ１７宿踏破ウォーキングの開催

・主要観光地や宿泊施設における地歌舞伎特別公演の実施
・地歌舞伎鑑賞ツアーの実施


（前年度の成果）

	・中山道ぎふ１７宿歩き旅　参加者：４千人見込み

・地歌舞伎（特別公演、ツアー）　参加者：４０００人見込み


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	「ぎふ・歴史街道」周辺の観光資源を観光誘客の拡大に最大限活かしていくため、県と関係市町、団体等が連携の上、「ぎふ・歴史街道」の整備等を進めていく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○
	　本事業を通じ、中山道、地歌舞伎の観光活用に対する関係者間の意識醸成が進むとともに、保存会、観光協会、まちづくり団体等同士の連携が進みつつある。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　中山道連携会議や岐阜県地歌舞伎保存振興協議会を通じ、関係者間の情報共有が図られ、事業が効果的かつ効率的に進められている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項

　　事業の推進に当たっては、有識者や市町、地元保存会、観光事業者など幅広い分野からの参画や助言を得て、「ぎふ・歴史街道」振興の取組みを実行に移していく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・「ぎふ・歴史街道」周辺の観光資源を活用した周遊性の向上、地域色ある着地型商品の充実、受入環境の整備に取り組むとともに、両街道の連携を強化し、観光消費額の拡大に繋げる。
・「ぎふ・歴史街道」を活用した観光誘客拡大を図るため、「東美濃歴史街道」とも連携し、市町や保存会、観光事業者と一体的に事業を推進していく。


